
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 238 号 

令和６年 12 月 13 日 

東翼祭 
10月 18日（金）、19日（土）に大和東高

校の東翼祭がありました。大和東分教室も昨
年度同様、「焼きそば」「喫茶」「ゲーム」の３
店で参加しました。 
焼きそばは様々なトッピングを考え、試食し

て味を決めました。８種類のトッピングから味
を選べて、大好評！今年も長蛇の列でした。喫
茶はコーヒー豆を挽き、ドリップする練習や試

飲を繰り返し、接客や会計の練習も時間をか
けて準備をしました。お客様への声掛けも丁
寧で、接客がよかったとお褒めの言葉も！ゲー
ムは自分たちでアイデアを出し、３種類を用意
し、ルール説明も練習しました。魅力的な景品
もあり、リピーター続出で大盛況でした！！ 
３店とも昨年より売り上げ up! 😄 
とても楽しく充実した 2 日間でした。 
 

 

上瀬谷小交流 
11 月 28 日（木）に小学部３～６年生と

上瀬谷小学校の３年生が交流を行いました。 

各学年に 10 名程度上瀬谷小の児童が

加わり、様々な活動をしました。３年生は２人

で協力しておみこし運び、４年生は手をつな

いで輪を作り楽しくダンス、５年生は混合チ

ームでボッチャ対決をし、３点差の好ゲーム！

６年生は爆弾ゲームで楽しく盛り上がりまし

た。はじめはお互い緊張していた様子でした

が、活動を進めるうちに拍手を送り合ったり、

くすぐり遊びで楽しんだり…最後はみんな笑

顔になっていました☺３学期にもう一度交流

があるため、「またね～！」と言ってお別れをし

ました。次回も楽しみです！

 

 

「近くに住んでる○○さん、こんにちは！」 

                                               教頭  堀田 亜依美 

瀬谷支援学校では、年に数回、居住地の小学校・中学校へ行き、学習・交流している児童・生徒がいます。

これを「居住地交流」と呼び、神奈川県教育委員会では、これを「共生社会の実現に向けた大切な取組であ

る」と位置付けています。今年度も交流する相手の小学校・中学校（交流校）に、居住地交流の必要性につ

いてご理解をいただき、保護者の皆様のご協力のもと、取り組んでいます。11月 10日時点では、小学校 11

校において 14 名の児童が延べ 19 回、中学校 12 校において 14 名の生徒が延べ 19 回の学習や交流を

実施しました。例えば、毎年、居住地交流を重ね、今年度は初めて給食の時間も一緒に過ごした子がいます。

「自分でお盆を持ち、配膳係の児童からおかずの入ったお皿を載せてもらう」経験や、食事をしながら「おい

しい？」「おいしい！」と会話をするなど、子ども同士がコミュニケーションを図る様子が見られたそうです。ま

た、今年度、瀬谷支援学校に入学したある子は、居住地交流で、昨年度までともに学んでいた友だちや先生

方と再会を喜び合ったそうです。 

私たちは、こうした交流を重ねることで、子ども同士が顔の分かる関係となり、近所で気軽に声をかけ合っ

たり、一緒に遊んだりすることができる毎日にしていきたいと考えています。今後も、共生社会の実現に向け、

「居住地交流」の実施について、ご理解のほど、どうぞよろしくお願いします。 

 


